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劣等感・人間不信・孤独からの救いと新生

トロイカ人生に導かれて
　　　黒川知文自伝

教育者として、牧会者として生きた著者が、自らの半
生を歴史研究の対象とし、若くして神と出会い、神か
らの使命を自覚するまでとその後の歩みを、さまざま
な一次資料から客観的にふり返る。文学作品受賞作含む。
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